
 

「2015 年 3 月期 第 3 四半期決算 電話説明会 説明概要 

 

「2015 年 3 月期 第 3 四半期決算 補足資料」および「『東京ディズニーランド』『東京ディズニーシー』

料金改定について」のリリースをもとに説明いたしましたので併せてご覧ください。 

お手元にない場合は、お手数ですが当社 IR サイトよりダウンロードをお願いいたします。 
 

http://www.olc.co.jp/ir 

 

・実施日 2015年 1月 29日（木） 

・説明者 取締役 常務執行役員（経理部担当役員） 片山 雄一 

 

【連結業績】 

2015 年 3月期第 3四半期決算の実績について説明いたします。 

お手元の補足資料 1ページ左側の上段の四半期連結損益計算書をご覧下さい。 

当四半期は、前年同期と比較して、 

売上高は、141 億円、3.9%減の 3,521億円、 

営業利益は、97億円、9.6%減の 913億円、 

経常利益は、76億円、7.6%減の 926億円、 

四半期純利益は、21億円、3.4%減の 608億円となりました。 

 

【セグメント別の売上高】 

セグメント別の売上高とその増減要因を説明いたします。 

資料右側上段の【Ａ.売上高】の表「（1）売上高の状況」をご覧下さい。 

 

①テーマパーク事業 

売上高は、東京ディズニーリゾート 30周年イベントの翌年により前年同期比 109億円、3.6%減の

2,923 億円となりました。 

入園者数およびゲスト 1 人当たり売上高については、1 つ下の表「（2）テーマパーク関連情報」

をご覧下さい。 

入園者数は、東京ディズニーリゾート 30 周年イベントで好調だった、前年同期を下回りました。

ゲスト 1人当たり売上高も同様に、前年同期を若干下回りました。その内訳を説明いたしますと、

チケット収入は、チケット構成比の変化などにより前年同期を若干上回ったものの、商品販売収

入および飲食販売収入は、いずれも東京ディズニーリゾート 30周年イベントの翌年により、前年

同期を下回りました。 
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②ホテル事業 

売上高は、東京ディズニーリゾート 30周年イベントの翌年により客室稼働率が減少したことなど

から、前年同期比 30億円、6.2%減の 465億円となりました。 

なお、各ホテルの客室稼働率・平均客室単価の前年同期差異につきましては、資料右側中段の「(3)

ホテル関連情報」に記載しております。 

 

③その他の事業 

売上高は、前年同期比 1億円、0.8%減の 132億円となりました。 

 

【セグメント別営業利益】 

セグメント別の営業利益とその増減要因について説明いたします。 

資料右側の中段【Ｂ.営業利益】の表をご覧下さい。 

 

④テーマパーク事業 

売上高の減少により、前年同期比 74億円減の 782億円となりました。コストについては、為替の

影響などにより商品原価率、飲食原価率が増加したことに加えて、「レジェンド・オブ・ミシカ」

の終了に伴う除却費などの固定経費・諸経費が 14 億円増加しました。一方で、減価償却費が 15

億円減少しました。なお、人件費は、前年同期並みとなりました。 

 

⑤ホテル事業 

営業利益は、売上高が減少したことなどから、前年同期比 22億円減の 115億円となりました。 

 

⑥その他の事業 

営業利益は、前年同期とほぼ同様の 14億円となりました。 

 

【経常利益】 

前期に発生した社債償還損および支払利息が減少したことから、営業外費用が 20億円減少してい

ます。 

 

【第 3四半期（累計）実績の推移】 

資料左側下段の【参考】第 3四半期累計業績の推移をご覧下さい。 

連結の業績について、経年の推移で説明いたします。 

 

左側のグラフ「売上高・営業利益率の推移」をご覧ください。 

当第 3 四半期累計の売上高 3,521 億円および営業利益率 25.9%は、前年同期に次いで過去 2 番目

の業績となっています。 
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次に、右側のグラフ「四半期別営業利益の推移」をご覧ください。 

当第 3 四半期累計の営業利益 913 億円および当第 3四半期 3ヶ月間の営業利益 373億円について

も、前年同期に次いで過去 2番目の業績となっています。 

 

【総括】 

総括をさせて頂きます。資料右側下段の「総括」をご覧下さい。 

 

対前年同期 

当第 3四半期累計実績を前年同期と比較いたしますと、東京ディズニーリゾート 30周年イベント

の翌年により、テーマパーク入園者数、ゲスト 1 人当たり売上高およびホテル客室稼働率が減少

したことなどから、減収減益となりました。 

 

対 10月発表予想 

四半期毎の数値は開示していませんが、10月発表予想と比較いたしますと、各事業ともに、売上

高および営業利益はほぼ予想通りとなりました。テーマパーク事業について補足いたしますと、

テーマパーク入園者数およびゲスト 1 人当たり売上高はほぼ予想通りに推移しました。コストに

ついては、為替の影響などにより商品原価率および飲食原価率が増加したものの、固定経費・諸

経費が減少したことから、ほぼ予想通りとなりました。 

 

通期業績予想 

当四半期決算を踏まえた通期の業績予想についてですが、ご説明しましたとおり、当四半期は 10

月発表予想とほぼ同様であったことから、現時点では通期の業績予想を据え置くことといたしま

す。 

 

 

【料金改定】 

本日発表した「東京ディズニーランド」「東京ディズニーシー」料金改定について、ご説明いたし

ます。お手元にリリースをご用意ください。 

 

「東京ディズニーランド」「東京ディズニーシー」では、チケット全券種を対象としたチケット料

金および駐車場料金について、2015年 4月 1日より料金改定を行います。チケット全券種対象の

料金改定は、消費増税を理由とする料金改定を除くと、2011年 4月以来となります。 

 

チケット料金は、ゲストの体験価値の向上に伴って改定を行っています。前回の料金改定以降、

両パークにおいて、アトラクションおよびエンターテイメントの新規導入やリニューアルを行い、

キャストのホスピタリティの更なる向上を図ることで、ハード、ソフトの両面からゲストの体験

価値の向上に努めてまいりました。 
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リリースの別紙をご覧ください。今回の料金改定では、「1デーパスポート」の大人料金を、現行

の 6,400 円から 6,900円に改定いたします。そのほかのチケットについては、記載の通りです。 

 

駐車場料金の改定については、別紙下段にあります通り、今回初めて、平日と土日祝日で別料金

を設定いたします。これにより、普通車については、現行一律 2,000円の駐車場料金を、平日 2,500

円、土日祝日 3,000円に改定いたします。 

 

以上 
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